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医師看護職員負担軽減処遇改善検討委員会の現状と未来

藤　原　富　夫

委員会の概要・経緯

本委員会は、病院勤務医及び看護職員の負担を軽減
し、処遇を改善するため平成22年４月に設置された。
背景は、平成22年度診療報酬改定において、病院勤
務医の負担の軽減に資する体制を要件とする診療報酬
項目について、従来の総合入院体制加算（旧入院時医
学管理加算）、医師事務作業補助体制加算に加え、急
性期看護補助体制加算、栄養サポートチーム加算の改
定が行われたことによる。このため、これらの加算を
算定する保険医療機関においては、実際に病院勤務医
の負担の軽減及び処遇の改善に結び付くよう、より効
果の期待できる院内体制の整備など負担の軽減及び処
遇の改善に係る計画の策定と実行を求められることと
なった。

これまでの取り組み

これまでの医師看護職員負担軽減につながる取り組
み等を以下に挙げる。
・平成22年度まで：院内保育所設置（図１）、奨学金
制度の見直し、夜勤手当の増額。
・平22年度：一般病棟看護必要度評価加算、医師事
務作業補助体制加算、看護補助体制加算、医師事務
作業補助者２名体制（図２）、当直、日直の代診医
の確保、医師会事務所設置（ふれあいセンター内）、
認定看護師資格支援体制の整備、看護助手の増員。
・平成23年度：電子カルテシステム、画像配信システ
ム、遠隔画像診断システム導入、院内保育増築、看
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護師確保に関する「プロジェクトチーム設置」。
・平成25年度：外来クラーク体制の充実（内科１名、
整形外科２名、眼科１名）、病棟薬剤業務実施加算
取得、しまね地域医療支援センターへ１名派遣、感
染管理認定看護師１名。
・平成27年度：休暇制度の拡充（リフレッシュ休暇を
１日から２日へ増加）。
・平成28年度：雲南市休日診療実施、資格取得を目指
す看護師の支援。
・平成29年度：緩和ケア認定看護師１名、摂食嚥下障
害看護認定看護師１名。
・平成30年度：医師事務作業補助者３名体制、医師の
宿日直の同一週内の代休取得、回数制限、夜間看護
手当の増額、特定行為認定看護師１名。
・令和元年度：有給休暇５日間の完全取得、時間外労
働の縮減。皮膚排泄ケア分野認定看護師受講１名、
特定行為認定看護師受講１名。

委員会の構成

統轄副院長、看護部長、事業副管理者、以下、診療
局長、事務部長、看護部次長、外来看護科師長、検査
技術科長、放射線技術科長、総務課長、情報管理課長、
総務係長で構成される。

今後に向けて

今後も引き続き他機関とも連携を図りながら医師、
看護職員の処遇改善に向けた取り組みを行っていく。
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図１　院内保育所：病院祭への参加 図２　医師事務作業補助体制


